





















いられる được や bị のような助動詞的な語を用いた表現に焦点を当てる。結果、























 現代ベトナム語において、受身は được や bị によって以下のように表される。 
 
(1) Nó được khen.   (2) Nó bị đánh.  
 彼 得る 褒める    彼 被る 殴る  
 “彼は褒められた。”    “彼は殴られた。”  
 
(3) Nó được bố khen.  (4) Nó bị bố đánh.
 彼 得る 父 褒める   彼 被る 父 殴る






ある。（Hoàng Thị Tuyền Linh 2011）これらが用いられるのは以下の例に見るよう
に、必ずしも受身の場合に限らない。 
 
(5) Tôi bị ngã.   (6) Tôi bị ốm  
 私 被る 倒れる    私 被る 病気だ  
 “私は倒れてしまった。”   “私は病気です。”  
 






(7) Tôi được nghỉ hai ngày.  (8) Tôi không được khỏe.
 私 得る 休む 二 日   私 否定 得る 元気だ 
 “私は 2 日の休みをもらった。   “私は元気ではありません。”
 （休むことを許された）”    
 
(9) Rất vui được gặp anh.       
 とても 嬉しい 得る 会う あなた       
 “お会いできて（会うことを許されて/会う機会に恵まれて）とても嬉しいです。” 
 









作られたベトナムの固有文字チュノムで書かれている。4 巻からなり、5 話で 1
巻を成す。原作者は阮嶼（げんよ、Nguyễn Dữ）、翻訳者は阮世儀（Nguyễn Thế 
Nghi）とされる。原文は漢文で書かれているが、場面や登場人物はベトナムのも
のである。Nguyễn Quang Hồng (2001) に 1774 年版の刊本のコピーと、チュノム
訳文部分のラテン文字翻字がある。現代ベトナム語訳は、Ngô Văn Triện が 1901



























①「見」+ 動詞 → thấy + 動詞 ：6 回 
②「見」+ 動詞 → thấy + 名詞 ：1 回 
③「見」+ 動詞 → thấy を使った意訳 ：1 回 
④「見」+ 動詞 → xem を使った意訳 ：1 回 
⑤「見」+ 動詞 +「於」+ 動作主 → thấy + 動詞 + chưng + 動作主 ：1 回 
⑥「為」+ 動作主 +「所」+ 動詞 → phải + 動作主 + thửa + 動詞 ：8 回 




⑧ 動作主 +「所」+ 動詞 → 動作主 + thửa + 動詞 ：2 回 
⑨「被」+ 動詞 → phải + 動作主 + 動詞 ：1 回 
⑩「被」+ 動作主 + 動詞 → phải + 動作主 + 動詞 ：1 回 
⑪ 動作対象 + 動詞（受身標示なし）→ 動作対象 + 動作主 + 動詞 ：1 回 
⑫ 動作対象 + 動詞（受身標示なし）→ 動詞 + 動作対象（能動態で訳） ：8 回 
⑬ 動作対象 + 動詞（受身標示なし）→ 動作対象 + phải + 動詞 ：3 回 
⑭ 動作対象 + 動詞（受身標示なし）→ 動作対象 + 動詞 ：3 回 
⑮ 動作対象 + 動詞（受身標示なし）→ 動作対象 + được + 動詞 ：1 回 
⑯「遭」+ 動作主 + 動詞 → gặp + 動作主 + 動詞 ：1 回 
⑰「遭」+ 動詞 → phải + 動詞 ：1 回 
⑱「蒙」+ 動詞 → ơn + 動詞 ：1 回 
⑲「負」+ 動詞 → chịu + 節 ：1 回 








 関連する先行研究として、Đinh Văn Đức (2018:522-524) も挙げる。17 世紀にお
ける được、bị、phải について、主にラテン文字で書かれたキリスト教関係の資料
を対象に研究している。それによると、17 世紀においては bị がごく稀に用いら
れ、được と phải との対立が現代語の được と bịとの対立に相当する。また、được










受身表現で最も多く用いられる語は phải である。『新編傳奇漫録』の中で phải は
大まかに言うと「正しい」4と「被る」の 2 つの意味がある。「正しい」の意味で




４．１．１．「為」が phải に訳される場合 

















・「為」+ 動詞 → phải + 動詞 ：1 回 
(10) 漢: 凡可充口腹者悉為攘去 <III:35a:6>5 
［凡そ口腹（こうふく）を充たすべき者は悉く攘（ぬす）み去らる］ 
 喃: 係 物 可 𢧚 苔 𠰘 胣 意 調 沛 濫  
 Hễ vật khả nên đầy miệng dạ ấy, đều phải trộm đi. 
 凡そ6 物 可能な 成る 満ちる 口 腹 その7 皆 被る 盗む 行く 
‘食べることができるものはすべて盗み去られてしまった。’ 
 
・「為」+ 動作主 + 動詞 → phải + 動作主 + 動詞 ：4 回8 
(11) 漢: 妾既為夫兒不容［妾既に夫兒に容れざらる］<IV:11a:1> 
 喃: 妾 㐌 沛 重夫 昆 拯 容 
 thiếp đã phải chồng con chẳng dung 
 妾(私) 既に 被る 夫 子供 否定 容れる 
‘私は既に夫と子に見棄てられてしまった。’ 
 
・「為」+ 動詞 → phải + 動作主 + 動詞 ：1 回 
(12) 漢: 有頭目者則為淫殺［頭目有る者は則ち淫殺せらる］<III:1b:3> 
 喃: 埃 固 頭 密面  意 時 沛 奴 淫 折 
 ai có đầu mặt ấy, thời phải nó dâm giết 
 誰 ある 頭 顔 その すなわち9 被る 彼/彼女 淫らな 殺す 
‘地位のある者は（その悪霊に）（酒に）溺れ殺されてしまう。’ 
                                                                 
5 「漢」は漢文の原文（便宜的に日本式訓読を付す）、「喃」はチュノムによる古ベトナム語の訳文、そ
の次の行に、現代正書法に準じたラテン文字翻字、グロス、和訳。「< >」の中は順に、巻数（I～IV）、









・「為」+ 動作主 +「所」+ 動詞 → phải + 動作主 + thửa + 動詞 ：23 回 
(13) 漢: 我為兵戈所礙［我兵戈（へいくゎ）の礙（さまた）ぐる所と為る］ 
<I:21a:6> 
 喃: 仲逵 沛 役 銅 博 所 垠 
 Trọng Quỳ phải việc đòng bác thửa ngăn 








４．１．２．「被」が phải に訳される場合 










                                                                 




・「被」+ 動詞 → phải + 動詞 ：4 回11 
(14) 漢: 或生前免禍而死後被刑［或は生前禍を免れて死後刑せらる］ 
<IV:25a:1> 
 喃: 或 課 𤯩 𨎠 塊 禍 麻 欺 托 婁車 沛 刑 
 hoặc thuở sống trước khỏi họa, mà khi thác sau phải hình 
 或は 時期 生きる 前 逃れる 災い しかして12 時 死ぬ 後 被る 罰する 
‘ある人は、生前災いを免れて、死後に罰せられる。’ 
 
・「被」+ 動作主 + 動詞 → phải + 動作主 + 動詞 ：3 回13 
(15) 漢: 被彼攻驅［彼に攻め驅（か）らる］<II:41b:4> 
 喃: 沛 𠀲 箕 打 足対 
 Phải đứa kia đánh đuổi. 
 受身 やつ あの 打つ 追い出す 
‘彼に攻められて追い出されてしまった。’ 
 
・「被」+ 動詞 → phải + 動作主 + 動詞 ：1 回 
(16) 漢: 有貨財者則被潜攘［貨財有る者は則ち潜かに攘（ぬす）まる］ 
<III:1b:4> 
 喃: 埃 固 𧵑改 意 時 沛 奴  𥙩 
 ai có của cải ấy, thời phải nó trộm lấy 
 誰 ある 財産 その すなわち 被る 彼/彼女 盗む/ひそかに 取る 
‘財産のある者は、（その悪霊に）こっそり盗み取られてしまう。’ 
 


















(17) 漢: 脱以此得責甘心瞑目矣 <IV:66b:7> 
［脱（も）し此を以て責むるを得るも甘心して瞑目す］ 
 喃: 油 𥙩 調 意 沛 責 
  dẫu lấy điều ấy phải trách, 
 たとえ～でも 取る16 こと その 被る 責める 
 
  甘 𢚸 目任 密目 丕 
  cam lòng nhắm mắt vậy 




                                                                 







(18) 漢: 狂柯見贈於斧斤［狂柯斧斤に贈らる］<III:56b:5> 
 喃: 梗 栧 沛 査 蒸 鐐 鈽 
 cành dại phải tra chưng rìu búa 
  枝 狂った 被る 取り調べる ～に 斧 斧 
‘狂った枝が斧で駆除されてしまった。’ 
 
４．１．４．原文に対応する語がなく、訳文で phải が追加される場合 




・動詞 → phải + 動詞 ：19 回 
(19) 漢: 獻忠者未言而已戮［忠を獻ずる者、未だ言はずして已に戮（ころ）さる］<III:29b5> 
 喃: 几 𤼸 𠅜 𣦍 意 䐗 呐 麻 㐌 沛 折  
  kẻ dâng lời ngay ấy, chửa nói mà đã phải giết 
  者 捧げる 言葉 正直な その 未だ 言う しかして すでに 被る 殺す 
‘正直な進言をした人は、言い終わる前に殺された。’ 
 
・動作主 + 動詞 → phải + 動作主 + 動詞 ：5 回17 
(20) 漢: 物誘牽之［物之を誘ひ牽く］<I:80b:4> 
 喃: 沛 物 誘 𢴑 𦷾 
  phải vật du dắt đấy 
  被る 物 誘う 引っ張る それ18 
‘（彼は）物（欲）に誘惑された。’ 
                                                                 
17 (20)以外の箇所は、<I:44a:6>、<II:12a:1>、<III:34b:7>、<IV:62b:7> 







(21) 漢: 懼頻打鴨［頻（しき）りに鴨を打つを懼る］<III:50a:4> 
 喃: 戻 能 欺 丐 越鳥 沛 打 
  lệ năng khi cái vịt phải đánh 







４．１．５．Phải の 16 世紀以降の用法 
 Phải は「正しい」の意味と共に「～しなければならない」の意味でも用いられ
るようになり、17 世紀以降は、これらの意味での用法が拡大するとともに、受






て用いられている。『新編傳奇漫録』で được は合わせて 185 回用いられている。 
                                                                 
19 Bị の使用の増加の原因の 1 つは、phải の多義性の回避だと述べている。 














４．２．１．原文に対応する語がなく、訳文で được が追加されている場合 







(22) 漢: 以父蔭補僊遊縣宰［父の蔭を以て僊遊縣の宰に補せらる］<II:48a:2> 
 喃: 𥙩 職 蔭 吒 特 補 爫 官 宰 縣 僊遊 
  lấy chức ấm cha được bổ làm quan tể huyện Tiên Du. 









(23) 漢: 德義行而無不樹之國［德義行ひて樹（た）てざるの國無し］<I:5a:1> 
 喃: 德 義 爫 麻 
  Đúc nghĩa làm mà 
  徳 義 する しかして 
 
  拯 固 蒸 渃 芇 羅 拯 特 𥶂 鄧 
  chẳng có chưng nước nào là chẳng được gây dựng 






(24) 漢: 非處盡其倫而能盡其節乎 <I:12b:5> 
［其の倫を處（しょ）し盡（つ）くすに非ずして能（よ）く其の節を盡くさんや］ 
 喃: 油 拯 處 歇 所 等 
  dầu chẳng xử hết thửa đấng, 
  もし 否定 処する 尽くす その 人の理  
 
  麻 咍 特 𡞕 歇 所 節 𠱋 
  mà hay được vợ hết thửa tiết ru 
  しかして できる 得る 妻 尽くす その 節 語気詞 
‘（王が）道徳を行い尽くしたのでなかったなら、（妻が）貞操を尽くせ
ただろうか。’ 





 Phải の場合と同様、原文の能動態を訳文で受動態に変えている箇所もある。 
 
(25) 漢: 脱非繍闥龍姫［脱（も）し繍闥の龍姫に非ざれば］<I:39a:3> 
 喃: 油 拯 娘 姫 特 腰 𥪞 𨴦 錦 
  dẫu chẳng nàng cơ được yêu trong cửa gấm 






４．２．２．「得」、「獲」が được に訳される場合 
 『新編傳奇漫録』で「得」や「獲」が動詞に前置して可能を表す場合、ベトナ










                                                                 
22 例：得居此（ここにいることができる）→ được ở đấy（ここにいることを許されている）<II:75b:7>、





・「見」+ 動詞 → thấy + 動詞 ：21 回 
(26) 漢: 言雖不見聽甚敬重之［言聽かれずと雖も、甚だ之を敬重す］<I:16a:5> 
 喃: 𠅜 雖 拯 体 𦖑 仍 極 敬你 𦷾 
  Lời tuy chẳng thấy nghe, nhưng cực kính nể đấy 
  言葉 ～と雖も 否定 見る 聞く しかし 極めて 畏敬の念を持つ それ 
‘言葉は聞かれなかったが、非常に彼女を敬い重んじた。’ 
 
・「見」+ 動詞 → thấy + 名詞 ：2 回 
(27) 漢: 不敢以雲雨見困［雲雨を以て敢へて困（くる）しめられず］<I:62a:6> 
 喃: 拯 敢 𥙩 事 𩄲 湄 体 挼 害 饒 
  chẳng dám lấy sự mây mưa thấy nỗi hại nhau 
  否定 敢えて～する 取る 事 雲 雨 見る 名詞化 害する 互いに 
‘雲や雨にも苦しめられる（困る）ことはないだろう。’ 
 
(28) 漢: 嚴堂以直言見忌［嚴堂直言を以て忌（ねた）まる］<I:16b:7> 
 喃: 吒 𥙩 𠅜 𣦛 体 挼 慳  
  cha lấy lời thẳng thấy nỗi ghen ghét  










・「見」+ 動詞 +「於」+ 動作主 → thấy + chưng23 + 動作主 + 動詞 ：1 回 
(29) 漢: 然卒見斃於漢［然るに卒（つひ）に漢に斃（たふ）さる］<I:5a:5> 
 喃: 雙 婁車 吏 体 蒸 茹 漢 折 
  Song sau lại thấy chưng nhà Hán giết.  
  しかし 後 逆に 見る ～に 王朝 漢 殺す 
‘しかし結局、漢に倒されてしまった。’ 
 
・「見」+ 動詞 → thấy を使った意訳 
(30) 漢: 殷勤見拒［殷勤（いんぎん）拒まる］<III:4a:1> 
 喃: 体 挼 意 敢 𢶢 
  thấy nỗi ấy dám chống 




・「見」+ 動詞 → xem24 を使った意訳 
(31) 漢: 交書見授［交書授けらる］<I:26b:8> 
 喃: 詞 交書 𢭂 朱 ネ占 
  tờ giao thư trao cho xem 




                                                                 
23 「於」等の一部の語との対応関係が強い語で（鷲澤 2016）、この場合も機械的に「於」を chưng に訳
したと考えられる。 






せず、直訳的・機械的な訳され方も多く見られる。Phải や được の場合と異なり、
「thấy + 動詞」という受身構文が 16 世紀のベトナム語にあったのではなく、直
訳的に「見る」を意味する thấy を用いて訳したと考えるのが自然である。 
 
５．結論および考察 
 本稿では 16 世紀に書かれた『新編傳奇漫録』全巻を対象に、ベトナム語で受
身が助動詞的な語を用いてどのように表現されているかを調べた。結果をまとめ
ると、次の表 1 のようになる。 
 








語において定着した受身表現と断定できず、表 1 では網掛けをした。 










+ 動作主 + 動詞
訳 + 動作主 
+ thửa + 動詞
訳 + 動詞 
+ chưng + 動作主
意訳
 など 合計
phải 8 17 10 5 23 0 0 63
được 24 19 1 1 0 0 0 45
thấy 21 0 0 0 0 1 3 25
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